
塙
副
委
員
長
の

司
会
で
始
ま
り
、

主
催
者
を
代
表
し

て
久
保
田
委
員
長

よ
り
挨
拶
を
受
け

た
。茨

城
支
部
辻
委

員
長
の
乾
杯
で
懇

親
会
が
始
ま
っ
た
、

春
闘
の
取
り
組

み
、
政
治
情
勢
、

原
発
問
題
な
ど
、

国
労
と
共
に
運
動

し
て
い
く
と
多
く

の
来
賓
か
ら
挨
拶

を
頂
い
た
。

最
後
に
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
閉
会
し
た
。
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１
月
６
日
、
水
戸
市
内
に
お
い
て
、
国
労
水
戸
地

本
団
結
旗
開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
約
60

名
が
集
ま
り
交
流
し
た
。

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
は

改
憲
勢
力
３
分
の
２
以
上
を

許
す
結
果
と
な
っ
た
。

安
倍
内
閣
は
戦
争
法
、
共

謀
罪
を
成
立
さ
せ
、
憲
法
に

自
衛
隊
の
存
在
を
書
き
込
み
、

憲
法
９
条
の
改
正
を
目
論
む
。

世
界
で
一
番
に
企
業
が
活

動
し
や
す
い
働
き
方
改
革
に
。

職
場
で
は
長
時
間
労
働
と

健
康
を
脅
か
す
実
態
に
あ
る
。

人
間
ら
し
い
働
き
方
、
安
心

し
て
働
け
る
真
の
働
き
方
改

革
へ
と
変
え
て
い
く
運
動
が

必
要
で
す
。

沖
縄
の
新
基
地
問
題
で
は

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
墜
落
事

故
な
ど
続
け
て
あ
り
、
県
民

の
人
権
を
無
視
し
た
も
の
で

あ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
福

島
第
一
原
発
の
収
束
は
見
通

し
は
立
た
な
い
。

避
難
指
示
を
解
除
し
て
い

る
が
住
宅
無
償
打
ち
切
り
に

な
り
被
害
者
を
見
捨
て
る
状

況
に
な
る
。

常
磐
線
の
復
旧
状
況
は
一

部
運
転
が
再
開
し
た
。
ま
だ

再
開
に
向
け
て
労
働
者
が
働

い
て
い
く
。
安
全
対
策
の
確

保
の
た
め
健
康
診
断
、
線
量

管
理
を
行
っ
て
い
く
。
フ
ク

シ
マ
の
現
状
を
全
国
に
訴
え

風
化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

継
続
し
、
脱
原
発
・
再
稼
働

反
対
を
行
っ
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
の
実
態
は
、
こ
こ
数

年
、
電
気
系
統
の
設
備
事
故

が
多
発
し
て
い
る
。

会
社
が
勧
め
る
外
注
化
・

人
件
費
削
減
が
問
題
に
あ
り

設
備
の
老
朽
化
や
、
安
全
軽

視
し
た
労
働
環
境
が
過
酷
に

な
り
、
作
業
員
の
確
保
や
技

術
継
承
の
問
題
な
ど
改
善
課

題
は
多
く
あ
る
。

会
社
の
脆
弱
点
は
安
全
問

題
で
あ
り
職
場
総
点
検
運
動

を
強
化
し
く
。

会
社
は
若
手
に
労
働
組
合

を
意
識
さ
せ
な
い
。

労
働
組
合
の
存
在
意
義
が

問
わ
れ
て
い
る
。
国
労
は
自

信
と
確
信
へ
と
突
き
進
む
。

国
民
的
課
題
と
結
合
し
、

Ｊ
Ｒ
職
場
の
労
働
条
件
改
善
、

組
織
強
化
拡
大
に
全
力
を
挙

げ
る
。

委
員
長
あ
い
さ
つ


